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成 人 の細 菌性 赤痢 に対 す るBAY o 9867(Ciprofloxacin)の 投 与 成績
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新 しく開発 されたキノリンカルボン酸系の合成抗菌剤であるBAY o 9867を30～73才 のS.flex-

neri 2aに よる細菌性赤痢の有症者5例,保 菌者2例,計7例 に本剤の200mg錠 を1日3回(食 直

後),5日 間経口投与し,臨 床効果,副 作用および種々の臨床検査値への影響について検討 したと

ころ,次 のような成績が得 られた。

臨床効果は5例 に判定でき全例有効を示 し,細 菌学的効果は5例 に判定できいずれも菌消失 し,

再排菌 もなく著効であった。副作用はなく,臨 床検査値では血小板数の減少とGPTの 軽度異常上

昇が各1例 に認められた。

BAY o 9867(Ciprofloxacin)は 西 ドイ ツの バ イエ ル

社 で 開発 され た新 しいキ ノリ ンカ ル ボ ン酸 系 の合 成 抗 菌

剤 で あ る。 そ の 化 学 名 は1-cyclopropyl-6-fluoro-1,

4-dihydro-4-oxo-7-(1-piperazinyl)-3-quinoline

carboxylic acid-hydrochloride-monohydrateで,Fig.1

の よ うな構 造 式 を持 ちNorfloxacin(NFLX)に 類似 して い

る。 本剤 は グ ラ ム陽 性 菌 お よ び グ ラム 陰性 菌 に対 して幅

広 い抗 菌 力 が あ り,Shigella sp.に 対 して も合 成 抗 菌 剤

のNalidixic acid,Pipemidic acid,NFLX,Ofloxacin,Enox-

acinに 比 較 し優 れ た 感 受 性 を有 して い る5.10.12～14)(Fig.

1)。

そ こで私 た ち は本 剤 を成 人 の 細 菌 性 赤 痢 に投 与 し,臨

床 効果,細 菌 学 的 効 果,副 作 用 お よ び臨 床 検 査値 へ の影

響 を検 討 した の で,そ の成 績 を報 告 す る。

I.対 象 と 方 法

1.対 象

1984年2月 か ら3月 の2カ 月 間 に当 病 院 に入 院 した30

～73才 のShigella flexneri 2a(S.flexneri 2a)に よ る細 菌

性赤痢の有症者5例,保 菌者2例,計7例 を対象とした。

2.投 与方法

いずれの例 もBAY o 9867の200mg錠 を1日3回

(毎食直後),5日 間経口投与を原則としたが,7例 中6

例は5日 間,1例 は7日 間服用 した。

3.細 菌検査

菌検索は分離培地 としてSS,DHLの2寒 天培地を使

用し,入 院後の休 日以外は毎 日検便 し,起 炎菌の同定を

行った。

4.効 果判定基準

1)臨 床効果

著効(Excellent):投 与 開始後2日 以内に便性の回復

したもの。

有効(Good):投 与開始後5日 以内に便性の回復 し

たもの。

無効(Poor):投 与開始後6日 以上便性が回復 しな

かったもの。

以上の3段 階で臨床効果の判定を行った。

不明(UnkRown):保 菌 者で下痢がなく効果判定が

できないもの。

2)細 菌学的効果

著効(Excelleat):投 与 開始後5日 以内に起炎菌が消

失したもの。

有効(Good):起 炎菌が2菌 種で,そ の中の1菌 種

が投与開始後5日 以内に消失したもの。

無効(Poor)1起 炎菌が1菌 種である場合,そ の起炎

菌が消失しないか,投 与5日 以内に一時消失 しても再排

菌を認めたもの。あるいは起炎菌が2菌 種の場合には2

菌種ともに5日 間投与しても消失しないか,2菌 種中1

菌種が投与5日 以内に一時消失 しても再排菌の出現 した

Fig.1 Structure of BAY o 9867(Ciprofloxacin)
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もの 。

不 明(Unknown):投 与 開 始 日 よ り起 炎 菌 が 検 出 さ

れ ず 効 果 判 定 が で きなか った もの 。

以 上 の4段 階 で判 定 を行 った 。

5.安 全 性

本 剤投 与期 間 中 お よ び投 与 終 了 後6～10日 間 の 副作 用

を観 察 す る と と もに原 則 と して投 与 開始 前,後 の 一般 検

血 〔赤 血 球 数(RBC),血 色 素 量(Hb),ヘ マ トク リ ッ

ト値,白 血 球 数(WBC),白 血 球 百 分 率,血 小 板 数

(Platelet)〕,血 清 生 化 学 的 検 査 〔GOT,GPT,Al-P,LDH,

BUN,Creatinlne,電 解 質(Na,K,Cl)〕,一 般 検 尿 を実 施

した 。

II.成 績

1.臨 床 効 果

有 症者 の5例 は全 例 著 効 を示 した例 は なか った が,本

剤投 与 開始 後3～5日 以 内 に すべ て の例 に便性 の 回復 が

み られ 有効 で,無 効 例 は なか った(Table 1)。

2.細 菌 学 的 効 果

有 症者5例 中1例 と保 菌者2例 中1例 で,本 剤投 与 開

始 日 よ り起 炎 菌 で あ るS.flexneri 2aの 検 出 が で きず,

5例 に お け る 判 定 で は い ず れ の 例 も著 効 で あ っ た

(Table 1)。

3.副 作 用 お よ び臨 床検 査 値 異 常

発 疹,消 化 器 症 状 お よび神 経 症 状 な どの 副作 用 は全 例

に 認 め ず,主 な臨 床 検 査 値 をTable 2に 示 し たが,一

般 検 血 で はCase 4の1例 で投 与 開 始 前 の 血 小 板 数23.3

×104/mm3か ら投 与 終 了5日 後5.1×104/mm3へ と減 少 が

みられたが,投 与終了5日 の検査であり,し かもその後

のチェックがなされておらず,本 剤との関連性は不明で

あった。血清生化学的検査ではCase 1の1例 でGPTが

投与開始前13.0 K.U.か ら投与終了翌 日32.7 K.U.へ と軽

度異常上昇がみられ本剤の影響が疑われたが,そ の後の

測定はなされておらず経過は不明であ り,そ の他の検査

で異常値を示 した例はなかった(Table 2)。

III.考 察

BAY o 9867は 広 域抗菌スペ ク トル を有する薬剤

で1-15),し か もShigella sp.に 対 する抗菌力は本邦で発

売されているかあるいは未発売の合成抗菌剤に比較し優

れた抗菌力を有 している5,10,12～14にとから,30～73才 の

S.flexneri 2aに よる細菌性赤痢の有症者5例,保 菌者2

例,計7例 に本剤の200mg錠 を1日3回(毎 食直後),

5日 間経口投与し,臨 床効果および細菌学的効果をみる

とともに副作用と臨床検査値への影響 を検討 した。

臨床効果は有症者の5例 すべてに判定でき,著 効例は

なかったがいずれも有効で,良 好な成績が得られ,細 菌

学的効果は有症者5例 中4例 と保菌者2例 中1例,計5

例 に判定できいずれも著効であった。本邦における本剤

の細菌性赤痢に対する臨床効果と細菌学的効果は既に23

例 に投与されており,臨 床効果は全例有効以上,細 菌学

的効果は18例 の判定で,す べての例に陰性化がみられた

と報告され,非 常に良い成績が得 られている14)。私たち

の検討症例数は少ないもののやはり優れた効果が得 られ

たが,そ の原因は前にも述べたようにShigella sp.に 対

し本剤が優れた抗菌力を有し,し かも糞便へ良好に移行

Table 1 Clinical results of BAY o 9867
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Table 2 Laboratory findings before and after administration of BAY o 9867

す る15)ため と考 え られ た 。

副作 用 は全 例 に認 め ず,臨 床 検 査 値 で は1例 に血 小 板

数 が 投 与 開 始 前23.3×104/mm3か ら投 与 終 了5日 後5.1

×104/mm3へ と減 少 した が,投 与 終 了 後5日 目の検 査 で

あ り本 剤 の 関 連 は不 明,肝,腎 へ の 影 響 と してGOT,

GPT,Al-P,LDH,BUN,Creatinineを 検 査 した と ころ1例

にGOTが 投 与 開 始 前13 K.U.か ら 投 与 終 了 翌 日32.7

K.U.へ 軽 度 上 昇 が み られ 本 剤 と の 関 連 が 疑 わ れ た が,

そ の他 の検 査 で 異 常 値 を示 した例 は な か っ た。
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CLINICAL STUDIES OF BAY o 9867 ON BACILLARY DYSENTER

TAKASHI MOTOHIRO,MASAFUMI ARAMAKI,AKIRA KAWAKAMI,KOICHI TANAKA,

TATSUHIKO KOGA,YASUSHI SHIMADA,SHOBUN TOMITA,YASUTAKA SAKATA,

TAMOTSU FUJIMOTO,TOHRU NISHIYAMA,NAOKI KUDA,KOJI ISHIMOTO,

KAORU TOMINAGA and FUMIO YAMASHITA
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BAY o 9867,a new orally active antimicrobial agent,was applied to the treatment of 5 patients and 2 carriers with

bacillary dysentery.The drug was administered orally,600 mg daily divided into 3 doses,for 5 to 7 days .

The results were as follows;

1.The efficacy rate was 100% in 5 patients.

2.Bacteriological effects were"Excellent"in each case.

3.No side effects were observed.

4.Abnormal elevation of GPT value in one case and thrombocytopenia in one case were observed after treatment.


